
5.1 住民参加による災害情報収集技術及び伝達に関する研究(消防庁) 

 
 近年，情報通信技術（ICT）はめざましく進展を果たしている．これまで災害時においては，情

報の収集および伝達には防災行政無線等が用いられることが多かった．ICT を活用することで，

比較的安価に通信ネットワークを構築することが可能となり，より正確な情報を，より迅速に収

集し，より的確に災害対応を行うことができると考えられる． 

 このような観点から，平成 18 年度は，実証実験を中心として長距離無線 LAN（Local Area 

Network）装置や IEEE（Institute of Electrical and Electronic Engineers）802.11g 無線 LAN

装置を用いた通信ネットワークの構築と，Web カメラや IP（Internet Protocol）電話を用いた情

報伝達に関する研究を行った． 

 本節では，まず本研究において提案する情報通信システムの全体構成を示す．続いて行った研

究内容について概説するとともに平成 18 年度中に行った実証実験の結果について報告する． 

 
5.1.1 システムの全体構成 

 本研究において構築したシステムの全体構成を図 5.1-1 に示す．本システムは，システム全体

の基幹として長距離無線 LAN 装置を中心とした IP 通信可能なネットワークを構築し，そのネッ

トワーク上で情報端末，IP 電話，Web カメラを用いた情報伝達を行うシステムである． 

 
図 5.1-1 全体システムイメージ図 
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5.1.2 長距離無線 LAN 装置を用いたネットワーク構築 

 近年，半径約 50km の範囲をカバーし 大 70Mbps の通信を可能とすることを目的とした WiMAX

（Worldwide Interoperability for Microwave Access）規格など，広い範囲で高速なネットワー

クアクセスを可能とする技術が盛んに研究開発されている． 

 本研究では，5GHz 帯の周波数を用いた長距離無線 LAN 装置によりネットワーク構築を行うとと

もに面的な通信可能エリアを確保し，有効性について検証した．下記に，使用した機器の概要お

よびその結果について示す． 

 
(1) 長距離無線 LAN 装置（1対 1通信用） 

 本装置は，ビーム幅の鋭い（6 度）アンテナを用いており，およそ 30km の距離を隔てて 1 対 1

で通信を行う事が可能である．なお，設置状況により異なるものの，30km の距離を隔てた場合の

スループットは，20Mbps 程度とされている．装置外観を図 5.1-2に示す． 

なお，本装置は，平成 18 年 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験において，新潟県長岡

地域振興局および見附市役所に設置し，見附市役所から総務省消防庁等他機関への通信に用いた．

新潟県長岡地域振興局－見附市役所間の距離は約 11km で，実験準備の際に確認したスループット

の値は，実測値で 37Mbps であった． 

 

   

図 5.1-2 長距離無線 LAN 装置（1対 1通信用）外観 

 
(2) 長距離無線 LAN 装置（1対多通信用） 

本装置は，およそ 120 度の範囲にわたって 10 数 km の距離を扇形状にカバーすることのできる

基地局と鋭い指向性（10 度）を持つ加入者局から構成される． 

基地局のカバーする扇形状の通信範囲に存在する複数の加入者局との間で 1 対多の通信を行う

ことにより，多点間の IP 通信網を構築することが可能である． 

基地局－加入者局間の通信にあたって，変調方式を 64QAM（直交振幅変調：Quadrature Amplitude 

Modulation）から 16QAM，QPSK（四位相偏移変調：Quadrature Phase Shift Keying），BPSK（二

位相偏移変調：Binary Phase Shift Keying）まで無線の状況に応じて自動的に変更することによ

り，安定した通信を行うことが可能である． 

機器の外観を図 5.1-3に示す． 
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図 5.1-3 長距離無線 LAN 装置（1対多通信用）外観 

（左：長距離無線 LAN 装置基地局 右：同加入者局） 

 
なお，本装置を利用するにあたって，下記の点に留意する必要がある． 

・ 加入者局は受信強度により通信相手の基地局を自動選択する機能を持っている．そのため，

中継用に基地局と加入者局を近くに設置すると，局所的にループを形成して通信ができな

くなる場合がある． 

・ 利用している周波数帯が 5GHz 帯であるため，電波の直進性が高い．そのため，建物の影や

山陰などに不感地帯ができやすい． 

このような事態にならないよう，システムの構築にあたって通信相手や利用周波数に関して，

事前の計画を立てる必要がある． 

本機器は，平成 18 年 6 月 18 日および 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験，および平

成 18 年 11 月 12 日の愛知県豊橋市における実証実験において用いた． 

なお，これらの実験では，いずれも通信距離が短かったため通信品質は良かった．一例を挙げ

ると，平成 18 年 10 月 27 日の実験の準備に当たって，新潟県長岡地域振興局－見附市役所間（約

11km）に加入者局（長岡地域振興局）と基地局（見附市役所）を設置した時が も通信距離が長

く，加入者局から基地局への通信で平均 25.4Mbps，見附市役所から長岡振興局への通信で平均

17.6Mbps のスループットが得られた． 

 
(3) 長距離無線 LAN 移動局 

 災害時，被害が発生する箇所が事前に予測されているとは限らないため，災害発生時に危険箇

所へ迅速に移動して被害情報を送信することは，災害対応活動において重要である． 

 このことから，我々は，消防研究センターの公用車に後述の車載用カメラドームを取り付ける

とともに，IP 電話装置を積載し，三脚に取り付けた長距離無線 LAN 装置（1 対多通信用）の加入

者局を用いて移動局を構築した． 

 平成 18 年 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験において，災害対策本部のスクリーンに

映像を出力することはしなかったものの，観音山公園，見附運動公園，農道上の 3 カ所から画像

伝送を行った． 

 図 5.1-4に長距離無線 LAN 移動局の外観を示す． 
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図 5.1-4 長距離無線 LAN 移動局外観 

 
(4) ネットワーク構成例 

 これらの長距離無線 LAN 装置を用いて構成したネットワークの例として，平成 18 年 10 月 27 日

に新潟県見附市における実証実験に際して構成したネットワークを図 5.1-5に示す． 

 
図 5.1-5 平成 18 年 10 月 27 日新潟県見附市実証実験におけるネットワーク構成 
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5.1.3 IEEE802.11 無線 LAN を用いたネットワーク構築 

 5.1.2 で述べた長距離無線 LAN 装置は拠点間通信には非常に有効であるが，長距離通信を目的

としているため，装置から出力される送信電力が大きい．そのため，設置した機器間の距離が近

い場合には，機器間での干渉が起きる場合や，入力電力が大きすぎて信号を正しく受信できなく

なる場合がある． 

 そのため，本研究では，平成 18 年 9 月 3日に行った東京都北区上十条五丁目における実証実験

において，IEEE802.11 無線 LAN を用いたネットワーク構築実験を行った． 

 実証実験における機器設置位置を図 5.1-6 に，無線 LAN のネットワーク構成図を図 5.1-7 に示

す．図中の赤い数字は，無線区間に割り当てた無線 LAN のチャンネルを示す．また，図 5.1-6 中

の赤い丸は無線 LAN 機器（無線 LAN 搭載ノート PC およびアクセスポイント）を設置した位置であ

り，図 5.1-7中の赤い楕円に相当する． 

 
図 5.1-6 機器設置位置 

 

 
図 5.1-7 ネットワーク構成図 
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 IEEE802.11g の規格ではアクセスポイントのみでのネットワーク構築も可能であるが，その場

合には，全てのアクセスポイントが同じ無線チャンネルを利用することとなり，パケットの衝突

が発生してスループットが低下することが考えられる．また，隣接したチャンネルを使用すると，

チャンネル間の干渉により通信速度が低下する． 

そこで，北区上十条での実証実験では，無線 LAN 搭載ノート PC とアクセスポイントを一つの組

として設置して，それぞれのアクセスポイントが収容する無線区間ごとに異なるチャンネルを与

えることとした． 

 実証実験では，東西南北，各地区の防災訓練の状況を，上五会館へ Web カメラにより中継した．

その結果， も中継回数の多い東地区の映像が 大 1.2fps（frame per second）程度， も直近

の北地区の映像が 大 3.0fps 程度伝送できた．しかし，人の集団や車により通信が遮られる事象

も多発し，IEEE802.11 無線 LAN 機器によるネットワーク構築の際には，これらの影響を受けない

設置方法を検討する必要があることが確認された． 

 
5.1.4 Web カメラを用いた情報収集 

Web カメラは，撮影した映像を TCP/IP ネットワークを通じて送信する事ができる装置である．

近年，Web カメラにも，赤外画像を撮影可能なものや 360 度回転可能なもの，高倍率ズームが可

能なものや屋外設置を想定した防水仕様のものなど，様々な機能を持った機器が開発・発売され

ており，遠隔監視など様々な目的で活用されている． 

 本研究では，災害現場において用いるために屋外用カメラドームおよび車載用カメラドームを

用いるとともに，災害現場から災害対策本部への映像送信や災害対策本部間での情報伝達の一方

策として，今年度行った全ての実証実験において活用した． 

 
(1) 屋外用カメラドーム 

災害時，災害発生地点に臨時に Web カメラを設置するためには，当然のことながら Web カメラ

を動作させるための電源が必要である．さらに，設置箇所が屋外である場合には，降雨や降雪を

考慮しなければならず，Web カメラのみならず電源回路についても確実に防水できる手法が必要

である． 

このことから，我々は，屋外用カメラドームを用いることとした．屋外用カメラドームの外観

を図 5.1-8に示す． 

このカメラドームは，Web カメラを内部に格納することができ，電源回路および LAN 回路もド

ーム内に収納されているため，雨天でも活用可能である．また，上部は半球状の透明なカバーで

あるため Web カメラの視界を遮らずに撮影可能であり，通常の三脚に取り付けることが可能なた

め，可用性に優れたものとなっている． 

平成 18 年 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験と平成 18 年 11 月 12 日の愛知県豊橋市

における実証実験において，このカメラドームを利用した．豊橋市における実験準備の際，前日

の夜に雨が降ったものの，特に問題なく動作した． 
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図 5.1-8 屋外用カメラドーム 

（嶺崎橋（左）および名木野小学校屋上（右）における設置状況） 

 
(2) 車載用カメラドーム 

 本研究では，危険箇所に迅速に駆け付けて画像伝送する手段として，消防研究センターの公用

車を利用して長距離無線 LAN 移動局を構築したが，その際に Web カメラを車体に取り付けるため

に図 5.1-9に示す車載用カメラドームを用いた． 

車載用カメラドームも，屋外用カメラドームと同様に降雨や降雪の際の利用を想定する必要が

ある．この車載型カメラドームは，電源および LAN ケーブルを内部へ引き込む部分に防水コネク

タを使用しており，雨天でも活用可能である． 

また，この車載用カメラドームは，シート状の強力磁石により自動車の車体に取り付けること

ができ，更に，電源として自動車のシガーライタを用いることも可能なため，走行中でも Web カ

メラを動作させることが可能となっている． 

さらに，この車載用カメラドームは，半球状の透明なカバーを持っているためカメラの視界を

遮ることがなく，内部に 360 度回転可能な Web カメラを設置すれば全方位の映像を送信すること

も可能である． 
 

 
図 5.1-9 車載用カメラドーム 

 
 

－138－



 (3) システム構築例 

平成 18 年 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験では，見附市役所，名木野小学校屋上，

嶺崎橋，長距離無線 LAN 移動局，総務省消防庁に Web カメラを設置した．また，長距離無線 LAN

装置を用いて構成した無線ネットワークを利用して，災害対策本部に設置した PC の画面上に Web

カメラの映像を表示するとともに（図 5.1-10），プロジェクタを利用してスクリーン上に投影し

た．その際の Web カメラ関連システムの構成図を図 5.1-11に示す． 

 
図 5.1-10 新潟県見附市実証実験における各所 Web カメラからの映像 

 
実験後に行ったアンケートの結果では，河川現況の把握の容易さおよび安全さに関する設問に

おいて肯定的な回答が得られた．その一方，現場への職員の派遣に関する設問では，現場への職

員の派遣を主とし Web カメラによる映像取得は補助的なものであるとの回答も得られた．また，

衛星電話など既存設備との使い分けを整理する必要があるという趣旨の指摘も得られた．なお，

愛知県豊橋での Web カメラによる指定避難所等の映像は，防災担当者によれは，極めてよい状況

判断材料となるとの指摘があることを付記しておく． 

 新潟県見附市および愛知県豊橋市における実証実験では，長距離無線 LAN 装置を高所に設置し

たため，ネットワークが安定するとともに十分な通信速度が得られており，Web カメラも十分に

機能した．しかしながら，北区上十条における実証実験では，車の通行などで切断されるなどネ

ットワークが不安定であり，Web カメラが十分に動作しなかった．このことからも判るとおり，

Web カメラの活用には，安定して高速なネットワークを構築することが重要である． 
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図 5.1-11 新潟県見附市実証実験における Web カメラ関連システム構成図 

 
5.1.5 IP 電話を用いた情報伝達 

 近年，IP 電話に関する技術開発も盛んに行われてきており，企業や学校等が拠点間の通話を IP

電話に切り替え，経費削減を図りつつ広域内線網の構築を行う事例も増えている． 

本研究では，新潟県見附市および愛知県豊橋市における実証実験の際に，株式会社エイツー製

の IP 電話装置を用いて自治体内の IP 電話網を構築した． 

 本研究において利用した IP 電話装置を図 5.1-12から図 5.1-13に示す． 

呼制御サーバ（図 5.1-12）は，ネットワーク上の電話番号と IP アドレスの対応を管理する装

置であり，端末間の通信を制御する機能を担っている． 

マルチキャストサーバ（図 5.1-12）は，マルチキャストルーチングプロトコルの一種である IGMP

（Internet Group Management Protocol）v2（バージョン 2）を用いて，マルチキャストグルー

プに登録された IP 電話端末に対して IP パケット化された音声を配信する機能を持っている．マ

ルチキャストグループの内容を適切に設定することにより，様々なグループに対して同報通信を

行うことが可能である．なお，当然のことではあるが，同報通信を利用するためには，ネットワ

ークを構成する機器（ルータ等）が IGMPv2 に対応している必要がある． 

IP 電話端末（図 5.1-13）は，IP パケット化された音声データを再生する機能を持つとともに，

通常のアナログ回線のポートも備えており，通常の電話機やファクシミリを接続することが可能

である．豊橋市での実証実験では実際にファクシミリを接続し，紙ベースでの情報伝達が行われ

ることを確認した． 

 
5.1.6 移動型ハイブリッド電源装置の試作 

 例えば，堤防の決壊が予想される箇所などに臨時に通信局を設営し，危険箇所の状況をリアル

タイムに災害対策本部に伝達することができれば，効率的かつ有効な災害対応を行 
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図 5.1-12 IP 電話装置（呼制御サーバ(上)，マルチキャストサーバ(下)） 

 
図 5.1-13 IP 電話装置（IP 電話端末） 

 
うことが可能となると考えられる．このことから，鉛蓄電池に加えて風力発電機と太陽電池パネ

ルを供えた移動型ハイブリッド電源装置を試作した．移動型ハイブリッド電源装置の外観を図

5.1-14に，電源ボックス内部を図 5.1-15に示す． 

電源ボックスには，鉛蓄電池のほか，風力発電装置や太陽電池パネルを接続するための端子板，

AC100V の電源を取り出すためのインバータを収納している． 

この装置を Web カメラおよび長距離無線 LAN と組み合わせることにより，長期間にわたり危険

箇所の監視を無人で行うことが可能である． 

平成 18 年 10 月 27 日の新潟県見附市における実証実験では，この装置を用いた長距離無線 LAN

の臨時通信局を嶺崎橋近くに設置し，刈谷田川の水位映像を送信するために用いた． 

また，平成 18 年 11 月 12 日の愛知県豊橋市における実証実験では，この装置を用いて栄小学校

校庭に同様の臨時通信局を構築し，実験の開始から終了まで問題なく通信を行うことができた． 

なお，設置には凡そ１時間を要するため，時間的余裕の少ない災害時の利用を目的とするなら

ば，より少ない時間で組み立てられる手法を検討する必要があると考えられる． 
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図 5.1-14 移動型ハイブリッド電源装置外観 

 

図 5.1-15 移動型ハイブリッド電源装置 電源ボックス内部 

 
5.1.7 情報端末 

 情報端末は，被害情報入力システム(既存)と 6.1 で詳述する情報提示システムからなる．但し，

情報入力システムは豊橋市の実証実験では使われていない．情報提示システムでは全体の被害分

布，延焼予測等各種シミュレーション結果が提示される．これに基づき住民への今後の被害（火

災）拡大予測を踏まえた避難に関する説明・周知がなされた(図 5.1-16)． 

       図 5.1-16 拠点での住民への市職員による説明 

－142－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


